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A refined Bezorth Type magnetometer was rnade by applying the Three-
Terminal Capacitance rnethod as for the balancing detection rnethod. And using 
the newly rnade apparatus， the temperature dependency of the susceptibility 
were rneasured on sorne arnorphous specimens， 100BaO・2B203+10Tb20a，100BaO 

































































F=MdH/dz ・H ・H ・.(1)
で表らわされる口また χ。を試料1(g)当りの帯磁率
とするとMは
M=χg. m ・H -・・・ (2)










定電極が筒と絶縁して取付けてある。 (8)，(1叫 (1司は筒 なるから重量に影響されない特徴が表らわれる。
(7)， (9)， (叫で(1)に連結され，上部からの伝導熱に対し 磁化は試料と同じ位置にある補償コイルに電流Iを
てヒートシンクの役目をしているo(1司の下に取けた隣 流し，この電流によりコイルの受ける力との釣り合い
青銅板パネ(14)の下部に連結梓伺があり回)のコンデンサ から計算される。すなわち，コイルの磁気モーメント
の可動電極が絶縁して取付けてある。コンデンサの電 Mcはコイルの巻数を N，実効面積を S，電流を Iと
極は上部の BNC接栓にシールド線で接続されてい すると，空気の透磁率を1として
るo伺の下部に聞の絶縁物を介して，試料を設置する Mc=NIS ・H ・H ・.(3)
パイレックスガラス管制が連結されているo帥は位置 で表わされる。従って磁界の勾配によるコイルの受け
決定用コンデンサの電極が絶縁されて3枚取付けられ る Fcは
ているo これ等はガラス管を誘電体とするコンデンサ Fc= McdHjdz =NISdHjdz ・H ・H ・-性)
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図3 Amorphousガラス 100・BaO・2BzOa
+lOTbz03 の磁界 5.3kOe に於いて
のhとXg-l の温度依存性
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